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大学、研究機関、産業界などの研究者・技術者並びに各界の有識者などの参加を広く求め
核融合エネルギー実現に向けた研究・技術開発の促進・支援などを協力して実施

ITER計画とBA活動、関連する核融合エネルギーの研究・技術開発に対して、以下の役割を担う：

◆ 場の提供による、情報や意見の交換、意見集約、連携協力の推進・調整
◆ 核融合エネルギーの研究・技術開発に係わる国の施策への貢献と提言

◆ 国の検討依頼事項に対する機動的な対応と検討結果の報告・提出

◆ 情報の頒布と核融合エネルギーへの理解の増進
◆ 若手研究者・技術者の優れた活動の顕彰（吉川允二核融合エネルギー奨励賞）、など
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事務局は、原子力機構と核融合研が連携して行う
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ITER計画とBA活動に関する国内実施・協力体制
核融合エネルギーフォーラム
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核融合エネルギーフォーラムの会員状況
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全体会合
平成19年7月13日 第１回全体会合

「核融合エネルギーとITERに関する国際フォーラム」

平成19年12月19日 第２回全体会合
ITER機構発足記念シンポジウムと

パネル討論「ITER時代の幕開けと核融合エネルギー実現への“道”」

スミスJET所長（当時、右）の講演に質問する有馬元大臣（中央） 池田ITER機構長予定者（当時、右）

佐藤議長(左端）と平成19年度核融合エネルギー奨励賞受賞者

特別講演／基調講演：下村前ITER国際ＴＬ(左），池田ITER機構長（中央）、藤家前原子力委員会委員長（右）

パネル討論：「ITER時代の幕開けと核融合エネルギー実現への“道”」

平成21年3月26日 第３回全体会合
特別講演会「科学技術計画におけるグローバリズムとナショナリズム」

グローバル・サイエンスの代表格とも言えるITER（左上から1番目）、国際宇宙ステーショ
ン（ISS、同2番目）、国際リニアコライダ（ILC、同3番目）の分野を越えた同時講演に続い
て、国際協力で進める大型科学技術プロジェクトに対する社会の理解をどう得ていくのかと
いう課題に対して佐藤議長（最下段）から、「グローバル（インターナショナル）」、「ナ
ショナル」 、「チャレンジ」をキーワードに講演がありました。「チャレンジ」に関連し
て、「人類はまだ若ということを、経済的にも科学技術的にも示していかなければならない
と思います。このような意味で、私は、ITER、ISS、ILCなどの大型科学技術プロジェクトを
きちんと進めて行くことが人類の若々しさを保つためには必要なのだと思います。」と締め
括りました。

「核融合フォーラム」での開催を含め、全体会合の詳細は、核融合エネルギーフォーラムの
ホームページ（http://www.naka.jaea.go.jp/fusion-energy-forum/）でご覧いただけます。

平成20年度核融合エネルギー奨励賞受賞者
（スクリーン投影の2名を含む）
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全体会合の開催履歴

「核融合フォーラム」時代

核融合エネルギーフォーラム

各会合の要旨や映像は
Web「バックナンバー」に
アクセスすると閲覧可能

です

核融合エネルギーフォーラム
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氏　名 所　属

顧問 有馬　朗人 　財団法人日本科学技術振興財団会長　　　　（元東京大学総長）

顧問 江崎玲於奈 　茨城県科学技術振興財団理事長　　　　　　　（元筑波大学長）

顧問 大河原良雄 　世界平和研究所理事長　　　　　　　　　　　　（元駐米大使）

顧問 熊谷　信昭 　兵庫県立大学長　　　　　　　　　　　　　（元大阪大学総長）

顧問 西室　泰三 　東京証券取引所会長　　　　　　　　（元日本電機工業会会長）

運営会議
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氏　名 所　属

議　長 佐藤　文隆 　京都大学 名誉教授

委員・幹事 香山　　晃 　室蘭工業大学 教授　　　　　　　　　　　　　（調整委員会委員長）

委　員 小森　彰夫 　核融合科学研究所 所長

委　員 石塚　昶雄 　日本原子力産業協会 常務理事

委　員 竹内　　啓 　東京大学 名誉教授、内閣府統計委員会 委員長

委　員 立花　　隆 　立花隆事務所（評論家・ジャーナリスト）

委　員 田中　　知 　東京大学大学院 教授

委　員 千原　由幸 　文部科学省研究開発局 研究開発戦略官

委　員 常松　俊秀 　日本原子力研究開発機構 特別研究員

委　員 中島　尚正 　学校法人海陽学園海陽中等教育学校 校長

委　員 松田慎三郎 　日本原子力研究開発機構 客員研究員

委　員 本島　　修 　核融合科学研究所 名誉教授、プラズマ・核融合学会 会長

委　員 吉田　直亮 　九州大学応用力学研究所 特任教授（ITER・BA技術推進委員会委員長）

平成21年度

第1回会合 H21年8月6日

・平成21年度吉川允二核融合エネルギー奨励賞選考の確認
・共催・協賛・後援などに関する内規の確認、など

第２回会合 H22年3月12日

・顧問就任や名誉会員新設などに関する規約改定の承認
（配布資料ご参照）

・後任議長の選出
・佐藤議長の顧問就任の同意、など


